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衆
議
院
議
員
早
稲
田
ゆ
き
君
提
出
技
能
実
習
生
な
ど
外
国
人
女
性
の
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
問
題
へ
の
対
応
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
早
稲
田
ゆ
き
君
提
出
技
能
実
習
生
な
ど
外
国
人
女
性
の
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
問
題
へ
の
対
応
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

本
件
届
出
（
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八

十
九
号
。
以
下
「
技
能
実
習
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
実
習
実
施
者

（
技
能
実
習
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
実
習
実
施
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
監
理
団
体
（
技
能
実
習
法
第
二
条

第
十
項
に
規
定
す
る
監
理
団
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
外
国
人
技
能
実
習
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
対
し

て
行
っ
た
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
（
我
が
国
に
入
国
し
て
お
ら
ず
技
能
実
習
の
開
始
前
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
な
技
能
実
習
生
（
技
能
実
習
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
技
能
実
習
生
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る

も
の
を
除
く
。
）
の
届
出
の
う
ち
、
そ
の
届
出
内
容
か
ら
、
妊
娠
又
は
出
産
を
理
由
と
す
る
こ
と
が
把
握
で
き
る
も
の
（
技

能
実
習
生
本
人
以
外
の
妊
娠
又
は
出
産
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
お
尋

ね
の
「
年
度
別
」
の
「
直
近
ま
で
」
の
件
数
は
、
「
直
近
」
と
し
て
把
握
し
て
い
る
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
つ
い
て
お
答
え
す
れ
ば
、
千
三
百
九
十
八
件
で
あ
り
、
そ
の
お
尋
ね
の
「
国
籍
・
地
域
別
」
の
内



 

２ 

 

訳
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
千
百
六
十
六
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
八
十
二
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
六
十
八
人
、
タ
イ
が
二
十
一
人
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
が
十
八
人
、
中
国
が
十
六
人
、
モ
ン
ゴ
ル
が
十
三
人
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
十
人
、
ネ
パ
ー
ル
が
二
人
、
イ
ン
ド
が
一

人
、
ラ
オ
ス
が
一
人
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
届
出
の
時
点
で
技
能
実
習
を
継
続
す
る
意
思
を
有
し
て
い
た
と
確
認
で
き
た
技

能
実
習
生
の
人
数
は
、
同
期
間
に
お
い
て
四
百
八
十
三
人
で
あ
り
、
そ
の
お
尋
ね
の
「
国
籍
・
地
域
別
」
の
内
訳
は
、
ベ
ト

ナ
ム
が
三
百
九
十
五
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
三
十
二
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
二
十
八
人
、
タ
イ
が
五
人
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
十
一

人
、
中
国
が
四
人
、
モ
ン
ゴ
ル
が
二
人
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
五
人
、
ネ
パ
ー
ル
が
一
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
上
述
の
四
百
八
十

三
人
の
う
ち
、
同
期
間
に
お
い
て
、
本
件
届
出
後
に
新
た
に
技
能
実
習
計
画
の
認
定
（
技
能
実
習
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
技
能
実
習
計
画
の
認
定
を
い
う
。
）
を
受
け
て
技
能
実
習
を
再
開
し
た
者
は
二
百
九
人
で
あ
り
、
そ
の
お
尋
ね
の
「
国

籍
・
地
域
別
」
の
内
訳
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
百
七
十
三
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
十
三
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
八
人
、
タ
イ
が
三

人
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
五
人
、
中
国
が
二
人
、
モ
ン
ゴ
ル
が
一
人
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
四
人
で
あ
る
。 

一
の
２
及
び
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
よ
う
に
「
復
職
で
き
た
例
を
示
す
こ
と
」
及
び
「
再
開
例
及
び
支
援
例
」
を
「
公
開
」
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
「
個
人
情
報
等
に
差
し
障
り
の
な
い
範
囲
で
技
能
実
習
生
本
人
、
監
理
団
体
、
実
習
実
施
者
に
対
し
て
聴
取
」



 

３ 

 

を
行
う
か
、
「
本
人
及
び
関
係
者
の
承
諾
を
得
る
」
こ
と
が
可
能
か
、
ま
た
、
ど
の
程
度
の
情
報
を
公
表
す
る
こ
と
で
「
有

効
」
と
な
る
か
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
令
和
七
年
度
中
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
御
指
摘
の
「
監
理
団
体
又
は
実
習
実
施
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
行
政
処

分
」
の
「
根
拠
法
令
、
処
分
の
種
類
及
び
事
案
の
概
要
」
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
、
厚
生
労
働
省
及
び
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
「
妊
娠
・
出
産
に
関
し
て
適
切
に
対
応
し
な
か
っ
た
こ
と
」
を
理
由
と
し

た
「
行
政
処
分
」
の
「
件
数
」
は
一
件
、
「
根
拠
法
令
」
は
技
能
実
習
法
で
あ
る
が
、
そ
の
「
処
分
の
種
類
及
び
事
案
の
概

要
」
を
お
示
し
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
情
報
と
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
情
報
と
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
行
政
処
分
」
の
対
象
と
な
っ
た
「
監
理
団
体
又
は
実
習
実
施
者
」
が
特
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、
当
該
監
理
団
体
の
下
で
監
理

又
は
当
該
実
習
実
施
者
の
下
で
実
習
を
受
け
た
技
能
実
習
生
が
特
定
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
人
情
報
の
保
護

等
の
観
点
か
ら
、
差
し
控
え
た
い
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
効
果
」
に
つ
い
て
は
、
同
年
度
の
「
行
政
処
分
」
の
「
件
数
」
が

一
件
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、
妊
娠
等
を
理
由
と
し
た
技
能
実
習
生
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
抑
止
に
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。 



 

４ 

 

三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
妊
娠
又
は
出
産
を
理
由
と
す
る
退
職
勧
奨
、
帰
国
勧
奨
、
解
雇
、
雇
止
め
そ
の
他
の
不
利
益
取
扱
い
」
に
関

し
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
）

第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
妊
娠
又
は
出
産
に
関
す
る
事
由
を
理
由
と
す
る
不
利
益
な
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の

「
外
国
人
就
労
者
か
ら
の
・
・
・
相
談
」
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
労
働
局
に
お
い
て
、
「
外
国
人
就
労
者
」
の
「
在
留
資
格
」

及
び
「
国
籍
・
地
域
」
を
問
わ
ず
、
個
別
の
事
案
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
「
在
留
資
格
別
」
及
び

「
国
籍
・
地
域
別
」
の
件
数
を
「
把
握
又
は
集
計
」
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
相
談
内
容
別
」

の
具
体
的
に
指
し
示
す
も
の
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
退
職
勧
奨
、
帰
国
勧
奨
、
解
雇
、
雇
止
め
」
の
別
と
解

す
れ
ば
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
個
別
の
事
案
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
件
数
を
「
把

握
又
は
集
計
」
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
件
数
に
つ
い
て
、
「
把
握
又
は
集
計
」
は
行
っ
て

お
ら
ず
、
今
後
も
「
実
施
」
を
予
定
し
て
い
な
い
。 

三
の
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
出
身
国
の
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
利
用
し
て
」
来
日
し
た
外
国
人
に
は
「
特
定
活
動
」
等
の
在



 

５ 

 

留
資
格
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
通
常
「
研
修
」
の
在
留
資
格
を
決
定
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
、
「
研
修
」
の
在
留
資
格
に
つ
い
て
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第

七
条
第
一
項
第
二
号
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省

令
第
十
六
号
）
本
則
の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
規
定
等
に

基
づ
き
、
「
研
修
生
」
の
「
受
入
れ
機
関
」
に
お
い
て
、
「
研
修
生
の
帰
国
旅
費
の
確
保
そ
の
他
の
帰
国
担
保
措
置
を
講
じ

て
い
る
こ
と
」
な
ど
、
適
正
な
研
修
の
実
施
を
求
め
て
お
り
、
「
研
修
生
」
に
係
る
お
尋
ね
の
「
相
談
支
援
、
医
療
機
関
へ

の
接
続
」
に
つ
い
て
も
、
「
受
入
れ
機
関
」
に
お
い
て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
妊
娠
等

を
理
由
と
し
た
技
能
実
習
生
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
に
つ
い
て
（
注
意
喚
起
）
」
（
平
成
三
十
一
年
三
月
十
一
日
付
け
法

務
省
入
国
管
理
局
入
国
在
留
課
、
厚
生
労
働
省
海
外
人
材
育
成
担
当
参
事
官
室
及
び
外
国
人
技
能
実
習
機
構
連
名
事
務
連

絡
）
に
つ
い
て
は
、
技
能
実
習
制
度
に
お
い
て
、
技
能
実
習
生
に
は
労
働
関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
該
技

能
実
習
生
の
事
業
主
で
あ
る
実
習
実
施
者
等
に
対
し
て
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
な
い
「
研

修
生
」
に
関
し
て
は
、
同
様
の
対
応
は
行
っ
て
い
な
い
。 

三
の
３
に
つ
い
て 



 

６ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
特
定
技
能
一
号
で
の
就
労
開
始
の
移
行
期
、
又
は
転
職
・
転
籍
の
手
続
中
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
技
能
実
習
生
の
「
技
能
実
習
終
了
後
」
に
お
い
て
、
「
特
定

技
能
一
号
で
の
就
労
開
始
」
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
又
は
「
転
職
・
転
籍
」
を
し
て
お
ら
ず
、
労
働
関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
て

い
な
い
期
間
に
つ
い
て
も
、
技
能
実
習
法
第
九
条
第
六
号
、
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
等
に
基

づ
き
、
実
習
実
施
者
又
は
監
理
団
体
に
対
し
て
、
「
技
能
実
習
の
終
了
後
の
帰
国
に
要
す
る
旅
費
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、

技
能
実
習
の
終
了
後
の
帰
国
が
円
滑
に
な
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
」
な
ど
、
適
切
な
支
援
の
実
施
を
求
め

て
い
る
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
、
厚
生
労
働
省
そ
の
他
関
係
省
庁
」
に
お
い
て
、
実
習
実
施
者
又
は
監

理
団
体
に
対
し
、
特
段
の
「
周
知
又
は
指
導
」
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
」
、

実
習
実
施
者
又
は
監
理
団
体
に
お
い
て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 


